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の中心部にこそ形成さJtている，

157.八日市市十禅谷古窯跡 2.その特徴について

施給 資料のうちu草山がゾI!I際に絡されているのは l

出土の弁叔由陶器について WIJ (No.26)で、欄Iがみえるもの(刷 、13、20、21、

30、33)についてはその令てが色見として地されて い

1.はじめに るむのでめる。その 色;初lょこ ilまでつ丘川町{と I呼ばれて

八 |オdi刊il.:1憐Iilf卜伸行内烈跡.'1¥1'.の級制拘総につい いる級車Ibと1，;) の、やや派<11れ、紋色である。
φ 

て(.;1.、ほ(.:， i!!: 作 II~J総合集に政|刈 了ー によるも文があ 焼成・胎土 その 多くが所n1'l，'1制御なのであるが、

り、 j!I(1'.では八 Hr1i r1i!と1':1Lll1市予による紹介がなさ ま~跡の !発表品である 'l~や雌紫，111の令てでない斗\.など を

ttてわ・リ、本文lよ多分に蛇JAではあるが、 j!i:iLの級制 勘当きすれば、ただらにや:約刷、でlよ軟陶の製品を主とし

11句総についてザれする助作等間伐出来ぬ資料であるた て供給し ていたと J えぬ。J ~(;J: ，i'~iì を侠たない。その{変わ

め、敢えて a文をぬきんとする Lのではある。本資料 iιている!胎土は他のi!i:iC別総朝h陶総と同線、 小砂を合

は税作、京tflll~L\/:博物館に{栄作されており 、本文の笑 まぬ肌目細かい粘土を使mしている.
1:7' 

淑jド|浮I!l，iJfi)r 1-於いて作成したものである。以下、そ 費量種 ・形態 ~純としては均、 IIIl 、 「脚付絵、遂の

の内谷について術明に記述し、 i也のi!i:江型紋勅陶縫と 他、黛遊;~としての宅ッ叉トチがある。よれらのうら、

の比較を行い、1>=資料のIす:i伐について考祭を加えてみ 埼 ・JnL矧iよ、阪られた資料4・から、その形態や大さき

ょう . である思1支分別が可能でらある.以 f，その形態につい

な丸本山然跡は琵也湖)'~!I;iの i句際部に立地し、か て編か誇L<記述してみよう.

つ鏡z与党勝併につづく i!i:i1.のi(t!ぷ総の一大中産地であ まず、埼はその法:誌で.憾に大)]IJtH*る.小型の減

った.(Jj引 l日立の・向にあたる. つまリ近江の古代ZEJZ~ (N凡3、4、5、6、7、15) (1径11-13cm前後て~i奇

L...... IIIr 炉ー一一→ー「一一，-，一 回 I "¥../ ~I fi径 6cml1ij後.f本部Iま球形にほいi采い形態であり、口

l図遺跡位置図(25，000介の I) 

縁部はやや外Ii.し、その諭泌を九〈収める.また、 Nn
3のi抱111] (生内I(riに沈総を地している。高f?の形態{草、

そのやや向、、ものでは1((立気味で端却をやや内符気味

にするむの (No5)と 11'[織的に外側させるもの (NQ6、

7 )があり 、さらにややi此〈、 l 凶 H~'lj fì にまHする も

の (NQ4、15)がゐ ゐ。一二 HIうのHiiU:例外なく 111台の

li.JJ臨|由jに凹織を 十J'ずか、もしくはヘラによるアテを行

いそれをポわし ている。また、 .tr.~の 内政にーJ~ す る 凶

紙lを総すもの (No.4、 6)とぬiきぬもの(ぬ 5、7、

15(1不明)とがある。大裂の地 IJ:小型のj~ と!日l係の 形

態だが、径が15-19<:01と大阪 1)て"， JJ~ {fI1が勃し〈丸〈

張リ結来的に U給i'11Sにかけての立ち 1:リが余リ外側に

聞かず 、 LM~!二i5;~、涼みのある形態となるものと、服

部が余リ張らず、"*，ま[lJiにかけてやや聞き ~t昧に立ち

上る 、 ややi先めの印象のむのの 二陥がある.この_:_~

に分ける争が妥当かは、本車v.r，u.t般の締苦言が1)、li1iJ，で

あり鱒休中の変Yもをそのまま記述した可能ttーもあリ 、

やや不安定な喪家もあるが、恐らく妥当であろうと忠

われる。 ニのよう;については別仰にて，記述する。また、

恥201よ1J竹内1(ljr二沈線をぬiす。その刈ril止1孝子とI!l-子



とがあリ、それらは、やべ勺:':i< f壬9ClI1，ji， f去の，ttぶ気味

で虫歯舗が内"するむの(ぬ18、19、24) と径8cmtiij後

で{底〈 η:予のむの (No.25，26、33)の二純がある.そ

の区支部Ii'I<jflでJ'/.予が.iミiえだが、『淳子で中央に向けて

.!IH'する Lのむある それらは内応に一周する凶線を

施すもの (No.16、24、25、31、33)と泌さぬ Lの (No.

17、18、19、22、26、イミ1I}INo20、22、23、30)がある。

愉花地 (No.21) Cよ 'J~ilIIJI，;(1 では Il}j与 )jの少ない、阪めて

i来い形態にみえるか~.:~~c.tI也の深いタイプの大生!の椀

とliiJ微の形態なのであろう、その紛化1;14 fllilでやや長

〈 、 外 1Mはへラ、 I'~ ，tli UIII，jサイドをユピナデで妥攻し

ている。

IIIL:W(よ，ujfi{・1・のらめと!!(lI!:':jfiのむのの:州llIlがある。

j11i fI 付 IlIlは f~12cnlfiínをて" f.本;(11の ./"i晶子の ~:I I~'~で一二Ui c..:.

分mできょう。，(;1(~' i~11 がやや，{ f線的に1Jf.Jき |付 l耐のほ

苦11付近にI!，!]織が{・J'される (No.1、11)。他(;1I1要i':i，(二九み

のある総J移て¥休部内IClilj'れ!に山総が十J'されるむの (

No.IO、イ~lijINo. I3. 14)て・ある.いづtli.， 0特/;司;はやや

外11.し、端i':llli)L<以められている。 1fJif:は低〈外11

に路ん1Uる形で、 li州l!，(liに凶斜をぷけるものである。

恥 12C.i佼J]llとなる可能ftがめるまた、無ifJif;のJII1(No. 

2) l.tlifimがり〈、(.j¥jn;(;tI{t織的にl別<J彩で、仁1紋お3

1ま外Iよし、端部はやや~る形iニ収める.あるいはこれ

InfllIlかむ知れない.

i也の{抑{・l'~l'、 :::\WU.t いづtl {，その一郎が出土した

のみで会{本のIfHiI9lらかではなL、総の仰は獣仰であ

リ、多分、獅('O14J形であろう

技法 仲~ナデ，~\J燃がJ，ld，:で、 j'jlJ リ予i去は認められな

い。民主11の切リ島根し C.t[ul似糸切リ泌をIIJ¥、ており、そ

の抗跡をナテでil'jすもの、i1'jさないものの，，'，jおがある 。

これらの陶総lよぷ池桃lおの際lよI{t:娘、日住どうしを重ね

て焼成し、色合掛hM.i1lhl去の焼成には fγ 叉トチをHJt、て

;flh による紛う~i を |切いでいる 。 純物hの地泊h は総の外剛氏

再II(こも施す令1(liliíti稿h である。ニのK~納h総務hの i僚の得itl

l しとしての-.ッうえ 1，チヵ、1!}られて必 1)、それはア:ヴラ〈

の先 、 端、泌を伐 If~ に・J<らにの:!す、~との彼I也部を極

小とするゐの形態のものである.

3， ~ド資料の位置について

この項でCii!i:il:にむける帥抱b陶日;;の'1'の本資科の占

める位;伐について、納付的に約'!~If.する，)~を主な目標と

し絶体的なもlì:i伐については可1)偏にて検~ìl正する. Jt:資

料のi占，:~r(について検Jするにあたって. i!i:il:明紋制向

日告C;f.i!i:i.ι1'-1外を1111わす多く のte科か("(，:するが、ここ

ではi!i:il: 1'-1の'I'I'?(跡 ・:Tt跡111:1'.のすH1・を比。肢の対象と
い

する。そ1.t!1 、例え(;1:'、たiC~の紋執h 陶~;;:，こ i'i: i[11Ì(~M，b

陶昔話と同憾の形態、予伐の製品が{(.(1:し、i1'j'l'(地，'[ll:

資料でのiJ ~訪日を恐れるからて" tY>リ、 主た、 j止il・1付の'1:

i，n~'A;がiIJJ Jl~ IN j~ll( 二t:J~íはさ lL ゐと~fH;1Ii1 しているが1'& であ

る 。 ~，;資料以外の :~ :M;の従事?としては水 1 IIIIJ作H111の
t同) (Xl (~J) 

fil，m紛-:-I，o).{手11:経Ju;匁跡、 11~'I' U1 rf1;~干潟跡がある 。 そ

れらについてはり[iUI¥1'，の Ijúi11h~M総J (ニ1';(1をJ位。|在し

ている。 l ， tJi \ Í'~~~湖:例以外のIfí:り，(11，;11刈j，k'I'のもので

ある 小;資料ι含めてそこで:1:.1'，している紘利l陶古語、

その議.h!l陶日;;あるいはJfl!J!: '，'(陶日誌のうち、 JI;i凶の資料

としては1宛，llILHiがあり、~.:fJ'(でもそのi抱 ・ 飢餓を.ìIfJ

して比較検対を1"う .

よれらの陶泌を・ねするに、その{本部、 11紋羽iの形

態{立時々 I.i)ーで、!伺え.l.J砲はi菜、、Jliilf3をj正本とし、

腰部;のややそげた、ややj先めの 1~119.のJIi!と腰;百;がi菜〈

f:iidlJし、ややi来い、.f;j(形にi!i:ぃ印象のむのの二純であ

り、 11紋m)l;f.JI;i凶して外11.させ給部Ci)L<収めている。

こと{本目1; に I~J し では・むの作成 1:の拠仰が(，:(1: してい

ることを歳わせる。ニれらの:匁Z骨;:1¥1:の~純資料の大

きな利Hもはその zfJifiのm&にある 。 l~念的{ニimWの山

内の If~r~ をまとめてみると、 i淳 Tもでよ':j\ 、むの<1t't去 、

*i在、 |は山11のh付伸11け)、ベやJやl'州';'品 子てで，昨正ρ':いJ
pメ必.子で1自1~< 起断併んリ引l之る Lの ('京挟桁itιlυ)σの)刊』純'信卯R似lに二j大，，>Jり別'}1刈lJ打J山l¥;I米之る。

よt札L"ら，σの〉刈干卜附'椛R附円別|リjカが'fれ千日:;;汚1悦慢s糊跡A亦:の{例|附川M別|リJ(向似的lド均t甘)'成』必比，l<;J形f防白予3のd舟長i災鳴でな い、l~は

紙治h陶総1'1(本が~'S:つfHíiの{也、 i伺えば、それらの~紫

が各:使湖、11¥1'，の附日誌にもuイ干してイ1:(1:する 'J'からむ IU~ ら

+ 樽 谷出 土 品

ワー
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番号 日詰 純

l lliL 

2 sIL 

3 1時i

4 i時i

5 1時i

6 1宛

7 i~ 

8 -、~:~

9 ~~か

10 IIIl 

II IIIl 

12 IIll 

13 IIll 

14 IIll 

15 1沌

16 1砲

1砲;

18 i時i

]9 1時i

20 1沌

21 +品イヒi泌

22 j~ 

23 JIii 

24 JIii 

25 J自

26 if;k治bJ宛

27 _:.I胤I~:t 

28 
-.ッ';/..

トチ

29 
-'. .~父

トチ

30 1海

31 1宛

32 i時i

33 i地

陶 器観察 表

形態の特徴

. I'/.・予のIrい、i仇Hρifi. I勾底に凹線

‘…~I~.:j'i・4ι、， 

. 1来い鳩1彩・U将内l耐に沈線

. I'/.予の L角形.!':jfi'内l節に一気の沈線

. j添 t 、1~形f~':;fì !ま薄手でやや10iい

. I:'~ fi t;t (:j < 1((線(I(j.内l段に凶線

. ，:':ifitiやや，uj、、

• (L~ ~、J!~j リ (~j け t11ih - 内氏。に凹線

. I{(似(I'~ に I)I.J <体制;.I人HTii下部に伎l線

. (氏 、、I!~り 1・1・ It正，ijfì

. i淳子の(1い、I!品リ 十J'け山手;

.1'正T'Q)(11; \、I!~i リイ.tlt，:":jfì

- やや I~':j1.、1fJifI-内成中央が妓りよる

- 大 1\'1 ・ i:':itìt;t l字 l.でI~':jい ・ 内底に凶線

- 大咋1 ・ f~.o'itì はやや刈〈内野気味

-大呼'1，I底部内Ji/.

. ，~':jfì はややI~':j < 1!~ 下で外民主~PÂ之

-大別 .l.l'~ï'fl)j~'.'j fì とら肉l亨

. )(I~~ ・ ややiえめの鳩 ・ 日経|勾fiJï に i.t鋭l

- 大J~~でj楽 t 、 i~1移

. kl~~でややi~~ 、地

. )(1\'1 てーiBU 寸前ill:~

-大1¥'1・，:':ifiI.H':j < 1((.iL気味

. IJ'J li~ に門~

. i来 、 、 j地If~ ・ I~':j fì Lt. 肉J~/ で低い

. I人u必に門~

-大'¥:1でi制限 ・，:':jfit111い 、

. !'，比例

. *ま古Ilt.tfらにのばし 、後.ltl!;'fl，を小さく

する

-付百1St:!'1<らにのIj'し 、後地部をIJ、さく

する

. ，:':ifìliì;nもて.~ ，~':j い

. i:':ifilj:'，;'JTで117iい ・内l怠iニ凹線

-阪市;肉fil.

- 大'\'1 ・ IJ~J必に凶科i

. k'\~ ・ IJ，) J々に I!'J科l

戸、J

予 法の特徴

.Jj要陶 ・士ミッ メ トチ

.Jj要陶 ・糸切リUi

.li更陶

-破陶 .・'..~芦〈 トチ

-硬陶 ・ 糸 切り ~ii

. Ií夏向 ・ 糸切り ~!*

. 1次附 ・糸切 ')泌をi)'jす

. 1\);~lð ・ 内郊の iJlH時泌泌( 1，'

. 'liX胸 ・ I J~当IIQ) I弘/，j 1，j，Hk~f(?\'

. ~次陶 . .f{，1jJり主主

. '1次陶

. .1次Fld

-硬附 ・糸切り抱:i

. ，女陶 ・糸切リ泌をH'jす

-軟陶

-軟陶 ・糸切')絞

-軟陶 ・糸切リ総

-軟陶 ・糸切')偵をi!'jす

-秋陶

.lI'出陶 ・+品化liへラて"，:::JJL 

. '1次陶

. ~次~5~

. '1次陶 ・-K，切 り泌を1I'iす

-秋陶 ・奇i，ω')瓜をil'jす

-秋陶 ..f{，ωリUi・ tヅ当〈トチ

-軟陶

-上師't'j. ~宵ナデで快If~

. .:U~1't . 指ナデで守主j杉

-軟陶

-軟陶 ・糸切リゼ{

- 秋陶 ・ '1'リと羽;に糸1;1)り ~ii~見る

• 6誕陶 ・糸切り4ii':ッ日〈トチ

iiii :p， f-

-色見

-後Ullか

-色}よ

-内政に降下物

-色}.!.

-色は

. i~民主止の柄h

. !J前日Eにu利つく

-端部と中央部に

緑ぬっく

-色見

- 色~.!.



ト一一一てIi

主語豆七三二J
。 10c"， 

近江国街出土 自糊ニ彩陶総

かでおる.従って、それらの攻君主 IJ. II ，~ltll fl~}~・~)誌の給

米として従えらtしよう . Hヰ¥i't;党跡めよ'(tif'HJi也の主主~

のそILとよヒ申立するに明緩な納黙があり、明らかに制ー

のJ也leのが(1:ではない。それは、 i列えI!、'ln16、22の

.i6 < 1((織的にl制〈高台であリ、 No.25の{依り高台であり、

また、No.24のおく i等予で砥、主公11.l<の尚f;である.No.16、
22の ，I，'~fì に税制1するものとしては 1 11 グ沖fl ， 'ÒJ.!跡のNa547

が挙げられ、 Nn24の荷台に Ll:111の ~II 、作谷市:繁跡jýlJ の

No.461、NO.527があり、また主義Jujlj・然跡のNo.644 もその

系列に人るものであろう。 No25のJl，trでif¥;ぃ例lよ{也に

~tif9IJ がないように忠、われる。以上の尚f? の IfHlS を比較

して lザi らかなよとは他の議跡出土資料が~-I'符1谷筏跡

i刈に比して形式化が進んでねリ、制対的に ~'r しいと見

倣さ IIる点である.これは楽滋:食跡/lH 資料のn:予て・

{応〈、外方にE苦ん綴る形、つまり、上リ後:11するタイ

プのものが本窯E事例中には勿.省、山の神、{乍~~Z~事例

にない 'J ~、そ して 、薄手て・尚 < 1白火災11，.j.，の I~'.~fiが本i丘、

山の何人作谷:喫跡に共通してを.~11;されている 。j'i.をiIIj捻

としてそれら 千号無f1f ll \J二資料がU，~1l11的 lニ i総統 して製作

~ Åしている，j';.をïi' じ得るならば、 11 J<7け1ft、 {乍谷戸;~~舟の

t~k~lb陶総か ζの 卜絢i谷古熊跡資料に後I I J ずる L のであ

る。れを，1IEすることが，'1¥来るであろう.つまリ、現時点

でのjfrit:の句跡:1\ーに生r)ìi~事のi刊としてはこの十御谷

潟跡の緑f.It陶~が近江のそれの~ì古の段階のものとし

て{在民づけられるのであろう 。 これは{掛jえ:.f、牛:十締

?宇宙m~専の紋袖陶務が愛知川町畑nυ~~寺遺跡、五Il生町

内j円H蹴遺跡、あるいは近江八的市州11j:i1.iV事など古

予のH.frb陶絡をm土する遺跡で舵泌されている点や、

滋i追加跡{抑j がムリ ~i しい近江町法JJ畢母子ì.U JM' で llJ上する

.1.1.': をそのi自IJ~正 としてまp;lfhl!その4賀市fに I! )止 りょう 。

凶みに j!í: fr:IBT法勝寺巡;跡ではニí'の紋r.lh~!~?~が一 括し

て:1¥-t している。その うち尚れに 11~~ を設けるもの(

Nn140、1'¥(150)は奈道窯跡の製品であり、問線をえ;tけ

ない三角形の2.1if;の紋治問~(No.l41 )はl司祭跡では焼

hたされて必らずぐ作.l1!!/h土の同形態の緑利l陶総の1'1'IJ~ 

陶探か らみてより i去IUの紋制陶器でおり、 それは法"事

寺巡跡でそ れらの線:r~1陶総と一応IJ~，ょ し て いる . I: r.llj~~

の年代 1': 符介する。 liílill し た拡1 < 、議i珪jlj弐{~帯ではこ

れらのニ刊の乱kflb~1lI ?~ IJ: i昆イ正して焼Jえさ Hておらず、

高台にli'Jj也iIIiをつ〈リそこに凹線を付すタイプのみを

焼成している.......から、 2長i盆努跡でのこ主たる製t1J，である

低〈以下のおftで、それがひしゃげたタイプのUlIb陶

総11、向ftにli'JJ1P.rfliをつくらず断Ifliがベ角形をJfする、

しばしば1必部内I(IIが無利lである緑私陶絡に先行する L
のて・あるといえる。

4. まとめ

かように、イパ'l'iH干潟~1J:の紛:利1陶~(J) jむ rに)， ()る

生政跡での羽IN(I守4・1立ぽについて悦祭し、桃山を)JIIえ

てきたが、そJLはよの'N.科が他の山の神、作谷、京jl!
祭紛のも.~Md二先行する統制陶訴であリ、この十字iHf?

イブの品特徴からみて・1-御俗芸祭式として終えiゆるらめ

て'、 jfri工のm泊陶鰐ゅのd段階のj彰式として位以づけ

らIIょう.

また、先illしたIIU<本?常務の営まれた.fli';1丘陵は近

江内の'1'，(.，的な711来u也のーであり、かようなUf.dl陶依

然が'訟な J:tlるに 卜分な す.tf1が、人的なI(lIゃ陶 1:等の

事55長の l也、 交j凶で~;を含む物i!l~の百i など に於いて 1~il わっ

ていたよとがJ別向111>f~ょう 。 以上、 イ料i谷系跡III -U:法

制陶器の品村:微をやげてきたが、なお、その.rl:俗等、

言及せねばならぬ1'-1'1予が多々あるが、 それらについて

は別航にてJhる ~J~ とする. {絵i事修)

詑

① d露関j_. r1持l:t・平安i時代の抱秘陶J(q陀界陶

磁4そM~J 2 1957) 

② 九山;ii.'11. (r八日 rli市aJ1) 

③ その鋭伐にあたっては、!司自立~.・ I!JヰH('(~~ 自1I夫氏に

多大な仰Jょんを いただいた。 2己して}316溺したい。

@ rj!I:ir.1，判」中;州h陶;総の|鈍念につい ては別総をJlJ.(?

している.

⑤ 例えば、大l以9J，}i1l跡1仰やjじlI'.15サ2足跡何IJ.

⑥ 下ぷのWIJ の{阜、現~i町i主久谷遺跡のH\ニし例 ' .: ~IJの

~~事の可能1'1:の紋納ある y'11 ~葉地陶があリ、 1，，1遺跡

付近に ~kfl由陶の:勺跡が存(1:する可能1'1:がある.

⑦ 山口和l彦、九t1J'"立・ド r春日山の神山'繁勝J (r 

滋tH'.~文化財'，!"'l1'f. ~三科(J 19i3) 

③ 担11梢 r'.創立山オlf事:H上級制陶の紹介j (r泌氏主:

化!Hだよリ 39"JJ 1980.6) 

⑤ 日Ik()1久リ} r ::'II:折山然跡J (r IHfl町周iほえ:fじ

~~'~è高Ii.U，\j (f.惚~ j ;.~ I~:tì"; 2 引~J 1986) 

⑮ 滋tULJにj[itJ!lI.-I:J己の i壬資料館 11')[i.[，'I1土のU血

S由陶日(f~ (1988) 
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